
名称 経験年数目安 賃金・手当等 期待基準 主要なテーマ

・事業所内業務の補助や、部門プログラムのサポートができる。 ・よりよく利用者さんとの関係を築ける手法を学ぶ。（ともプロ履修）

・ヘルパーの相談業務を担当できる。 ・ロールプレイを用い、介助現場における様々な心理を学ぶ。

・ヘルパーの教育・サポート（技術的・心理的）を担当できる。 ・コミュニケーションの技術・実習を学ぶ。

・経験をもとに複数サービスに対応できる。 ・外出時の介護技術の応用を学ぶ。

・利用者のニーズや状況の変化に適切に対応できる。 ・相談業務のノウハウをピアカウンセラーから学ぶ。

・緊急時（急な欠員）の対応ができる。

・ヘルパーの研修・教育（技術的）を担当できる。 ・コミュニケーションの技術・実習を学ぶ。

・経験をもとに複数サービスに対応できる。 ・外出時の介護技術の応用を学ぶ。

・利用者のニーズや状況の変化に適切に対応できる。 ・ロールプレイを用い、介助現場における様々な心理を学ぶ。

・緊急時（急な欠員）の対応ができる。 ・専門性を高める知識・応用力を習得する。

・障害者運動の歴史と意義の理解。

・事業所内業務の補助ができる。 ・よりよく利用者さんとの関係を築ける手法を学ぶ。（ともプロ履修）

・ヘルパーの相談業務を担当できる。 ・ロールプレイを用い、介助現場における様々な心理を学ぶ。

・ヘルパーの研修・教育（技術的）を担当できる。 ・コミュニケーションの技術・実習を学ぶ。

・経験をもとに複数サービスに対応できる。 ・外出時の介護技術の応用を学ぶ。

・利用者のニーズや状況の変化に適切に対応できる。 ・相談業務のノウハウをピアカウンセラーから学ぶ。

・緊急時（急な欠員）の対応ができる。

・経験をもとに複数サービスに対応できる。 ・専門性を高める知識・応用力を習得する。

・利用者のニーズや状況の変化に適切に対応できる。 ・障害者運動の歴史と意義の理解。

・緊急時（急な欠員）の対応ができる。 ・さまざまな障害への理解。

・利用者のニーズや状況の変化に適切に対応できる。 ・実践的な介護技術・知識・応用力を習得する。

・緊急時（急な欠員）の対応が出来る。 ・複数サービスへの対応力の強化。

・基本的な制度・サービスの理解を深める。

・ケアスタッフ研修の内容を今一度振り返る。

・複数サービスへの対応。

・当事者主体の理解。

・サービス実践力を身につける。

※介護福祉士手当：時給+50円（登録証のコピーを提出した翌月から該当）
※実労期間積算もしくは実労時間数積算が規定のものに達した翌月から時給が上がる

上級ヘルパー

15年(14.701時間)超え 1,450円/時間

1,350円/時間

1,400円/時間

・団体理念を受け入れながら決められた受け持ち（単一サービ
ス）を担当する。

・利用者に寄り添い、ピアカウンセラー・コーディネーターと連携
し、調整業務ができる。

・基本的な情報・技能を有し決められたサービス（複数サービス）
を実施できる。

2ヶ月～2年(1,560時間) 1,200円/時間

2年～3年(2,340時間) 1,250円/時間

3年～5年(3,900時間) 1,300円/時間

・団体理念や障害者運動の歴史を踏まえたサービス提供ができ
る。

介助リーダー

介助サブリーダー

9年（18,144時間）以上

10,000円/月

介助チーフ
（サービス提供責任者）

25,000円/月
期末手当支給

研修ヘルパー 2ヵ月間（130時間） 1,000円/時間

初級ヘルパー

中級ヘルパー

期末手当支給

9年～15年（14,700時間）

5年～9年（8,200時間）

・ピアカウンセリングについて学ぶ。（ピアカウンセリングセミナーの
参加）



転職転換 

・資格取得のためのDVDやテキストの貸し出し 

・同加盟団体（CIL）からの情報提供や 

資格取得講座の斡旋や情報提供 

 

研修期間ヘルパー 

 

 

初級ヘルパー 

中級ヘルパー

v 

 

上級ヘルパー

v 

 

介助チーフ（サービス提供責任者） 

 

基礎業務習得 

マネジメント志向 サポート技術的専門性向上 

介助リーダ− 

 

熟練志向 介助技術的専門性向上 

上級ヘルパー 

 

介助サブリーダー 

 

実務経験 5年以上相当 

実務経験 3年以上相当 

応用技術習得 

 

習得 

サポート技術習得 

 

習得 

マネジメント技術習得 

 

技術習得 

 

習得 

実務経験 9年以上相当 

専門技術習得 

 

習得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※キャリアの可能性を示す図であり、必ずしも組織上の上下関係を示すものではありません。 

重度訪問介護従業者養成研修 

未経験者及び無資格者 

 

介護福祉士資格取得者及び介護職員初任者研修修了者等 

 



→ 介助リーダー

→

→

※　課題の点数内訳

1)脳性麻痺　2)頸髄損傷　3)筋ジストロフィー　4)内部障害　5)視覚障害

⑤小論文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15点

※ 　 研修受講のためのシフト調整の希望がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

介助チーフ 小論文の点数が80点以上 所長、事務局長の推薦 理事長、所長、事務局長の承認

キャリアパス　職位、職責、職務内容ごとの任用要件

職位・職責 課題 推薦 面接

中級ヘルパー 介助サブリーダー 小論文の点数が60点以上 介助リーダー、介助コーディネーターの推薦 所長、事務局長の承認

介助サブリーダー 介助チーフ 小論文の点数が70点以上 介助コーディネーター、事務局長の推薦 所長、事務局長の承認

職位・職責
外出時の
介護技術

さまざまな障
害への理解

※１

障害者運動の歴
史と障害者をとり
まく社会的状況の

理解

ロールプレ
イ

への参加

①「当事者主体」への理解・・・・・・・・・・・・・・30点

②「同性介助」への理解・・・・・・・・・・・・・・・・15点

③さまざまな障害について・・・各1点×25（計25点）

④より良いコミュニケーションの為に・・・・・・・15点

キャリアパス　よりよい支援を継続的に行うための職位、職責に応じた研修計画一覧表

研修日程
年１１回

※３
年１１回

※４
年１１回

※４
年１１回

※３

ケアスタッフ研
修のサポート研

修

重訪研修のサポー
ト研修

ともに生きるための
プログラムの履修

会議運営研修
※２

ピアカウンセリング
セミナーの受講

介助リーダー

随時
年１１回

※４

年1回
2019年1月から2月
にかけて(全5回)

随時
年2回

2018年6月と2019年2月
開催予定

介助チーフ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

介助サブリーダー ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

※2　各利用者との介助者を交えた会議などの運営、進行にまつわる注意点やポイントを研修する。

※3　①5/25   ②6/29   ③7/27   ④8/31   ⑤9/28   ⑥10/26   ⑦11/30   ⑧12/28   ⑨1/25   ⑩2/22   ⑪3/29

※4　①5/21  ②6/25   ③7/23   ④8/27   ⑤9/24   ⑥10/22   ⑦11/26   ⑧12/24   ⑨1/21 　⑩2/18   ⑪3/25

※5　初級、中級ヘルパーは年に1回以上、介助者勉強会を受講する事。（ヘルパーの希望、必要に応じて上級ヘルパーが受講する事もあり）

※１　脳性麻痺、頸椎損傷、内部障害などの当事者からさまざまな障害にまつわる特性や介助の方法、注意点を講義する。

上級ヘルパー ○ ○ ○


